
AgBr + 2Na2S2O3 → NaBr + Na3[Ag(S2O3)2]  ⒜

10.5 [g/cm3] 1.50×10-4 [cm] 292 [秒]

1            3

金 銅 感光

⒡ ⒠ ⒜

Ag2S

3Ag + 4HNO3 → 3AgNO3 + 2H2O + NO

Ag + 2HNO3 → AgNO3 + H2O + NO2

[Ag(NH3)2]
+Ag2O

黄リン

NH4NO2 → N2 + 2H2O

ハーバー・ボッシュ法 鉄

KNO3 + H2SO4 → KHSO4 + HNO3

オストワルト法 34.0 [kg]

2NH3 + CO2 → (NH2)2CO + H2O 30.0 [mL]

15 典型 5

分留 赤リン

十酸化四リン
(五酸化二リン)

同素体

共有



𝑥𝑥(1− α)

𝐾𝐾h = [CH3COOH][OH−]
[CH3COO−]

[H+]
[H+] = [OH−][H+] [CH3COOH]

[CH3COO−][H+] = 𝐾𝐾w

𝐾𝐾a

緩衝作用

0.200 [mol/L]

𝑥𝑥α 𝑥𝑥α

𝑥𝑥α2

(1 − α) 𝑥𝑥α2

2.00×10-5 [mol/L]
(2.02×10-5 [mol/L]) 2.70

12.824

少量の酸を加えても、水溶液中に多量にあるアンモニアと反応し、

アンモニウムイオンが生成する （H+ + NH3 → NH4
+） ため、水溶

液中のH+濃度がほとんど増加せず、pHもほとんど変化しない。

ボイル シャルル ファンデルワールス

57.0 [℃]

高温では、熱運動が激しくなり、分子間力の

影 響 を 無 視 で き る か ら 。

1.75×104 [Pa]
4.38 [％]

(4.37 [％])

⒞

低圧では、一定体積中の分子数が減り、分子

自 身 の 体 積 の 影 響 を 無 視 で き る か ら 。



（CとHは省略）

炭素85.7%と水素14.3%の炭化水素のため、炭素数xと水素数yと

おくと、x:y=(85.7/12.0):(14.3/1.00)=1:2となる。Aのモノクロル体の

分子量はAの1.49倍なので、1.49(12x+y)=12x+(y-1)+35.5。

x=5.03となりAはC5H10である。

2C5H10 + 15O2 → 10CO2 + 10H2O

（CとHは省略）

二酸化炭素は温室効果ガスであるため、同じエネルギー量でより

二酸化炭素排出量が少なくなるメタンの方が環境への負担が少ない。

0.739

C5H10

チロシン システイン

XはPによりトリペプチドとアミノ酸に切断。アミノ酸は分子量からシステイン。アミノ

酸一つが切断されるのは、N末端に塩基性アミノ酸、またはC末端アミノ酸の手前

に塩基性アミノ酸がある場合。システインは塩基性アミノ酸ではないので後者とな

り、C末端アミノ酸がシステイン。

Cys-Tyr-Arg-Cys

分子内でジスルフィド結合を生成し、環状となった分子。

Arg、Tyr、Cys

Cys
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